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は
じ
め
に

　

苔
の
洞
門
で
知
ら
れ
る
支
笏
湖
・
支
寒
内
地
区
に
、
幹
の
周
囲
長
が
全
道
一
、
全
国
で
も

第
二
位
の
ド
ロ
ノ
キ
が
あ
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
林
床
が
コ
ケ
に
覆
わ
れ
た
エ
ゾ
マ
ツ

や
ト
ド
マ
ツ
の
み
ご
と
な
天
然
林
も
あ
る
。

　

支
笏
湖
と
い
っ
て
も
、
千
歳
川
の
河
口
に
位
置
す
る
支
笏
湖
温
泉
の
よ
う
に
古
く
か
ら
人

間
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
地
区
も
あ
れ
ば
、
美
笛
の
よ
う
に
金
鉱
山
の
閉
山
で
廃
れ
た
地
区
も

あ
る
。
支
笏
湖
を
構
成
す
る
各
地
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
自
然
環
境
や
歴
史
が
あ
る
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
苔
の
洞
門
以
外
に
話
題
に
な
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
支
寒
内
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
忘
れ
ら
れ
た
支
寒
内
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
（
明
治

期
以
前
は
西
暦
、
以
降
は
元
号
を
基
本
と
し
た
）
。

地
理
・
地
形

　

支
笏
湖
の
南
岸
に
位
置
す
る
支
寒
内
地
区
は
、
東
側
に
風ふ
っ
ぷ
し
不
死
岳
（
一
一
〇
三
㍍
）
、
南

東
側
に
樽
前
山
（
一
〇
四
一
㍍
）
、
西
側
に
多た

ぷ

こ

ぷ

峰
古
峰
山
（
六
六
一
㍍
）
、
南
側
を
社
台

（
白
老
）
台
地
に
囲
ま
れ
、
樽
前
山
か
ら
緩
や
か
な
斜
面
が
湖
ま
で
下
っ
て
い
る
。
こ
の
地

形
は
、
千
歳
市
街
地
に
一
㍍
近
い
降
下
軽
石
を
積
も
ら
せ
た
一
七
三
九
年
七
月
の
樽
前
山
大

噴
火
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。　

　

地
区
名
「
し
し
ゃ
も
な
い
」
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
シ
シ
ャ
モ
・
ナ
イ
（
和
人
・
沢
）
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
和
人
の
沢
な
の
か
は
判
然
と
し
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な
い
が
、
不
完
全
な
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
の
沢
に
和
人
（
シ
ャ
モ
）
が
死
ん
で
い
た
の
で
、
シ

（
死
）
シ
ャ
モ
（
和
人
）
ナ
イ
（
沢
）」
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
と
い
う
。

　

同
地
区
に
は
大
き
く
西
か
ら
「
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
沢｣

、｢

苔
の
洞
門
の
沢｣

、｢

蕗ふ
き

畑
の
沢
」

の
三
つ
の
沢
が
あ
る
。

　

シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
沢
は
樽
前
山
の
西
側
社
台
大
地
の
稜
線
か
ら
枝
沢
を
集
め
多
峰
古
峰
山
沿

い
に
国
道
２
７
６
号
近
く
ま
で
水
が
流
れ
て
い
る
。
一
番
東
側
の
蕗
畑
の
沢
は
、
樽
前
山
で

は
な
く
風
不
死
岳
北
西
面
の
沢
で
、
沢
口
の
湖
岸
に
ア
キ
タ
ブ
キ
が
密
生
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
う
呼
ば
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

苔
の
洞
門
の
沢
に
つ
い
て
は
、
長お
さ
み
ぎ
ぞ
う

見
義
三
が
著
書
『
ち
と
せ
地
名
散
歩
』
の
中
で
、
ア
イ

ヌ
語
で
「
チ
セ
（
イ
）
オ
マ
ピ
ナ
イ
（
家
の
形
を
し
て
い
る
水
の
流
れ
て
い
な
い
沢
）
」
と

し
な
が
ら
も
「
ニ
セ
イ
・
オ
マ
・
ピ
ナ
イ
（
両
岸
絶
壁
の
あ
る
涸
れ
沢
）
」
が
誤
聞
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

営
林
署
の
地
図
・
森
林
位
置
図
（
林
班
図
）
に
は
、
こ
の
沢
の
上
流
の
三
角
点
が
「
唐か
ら
さ
わ沢
」

と
表
示
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
研
究
家
の
地じ
ぞ
う
け
い
ご

蔵
慶
護
も
著
書
『
武
四
郎
の
タ
ル
マ
エ
越
え
』
の

中
で
「
こ
れ
が
苔
の
洞
門
と
呼
ば
れ
て
い
る
沢
だ
と
思
う
。
昔
は
『
唐
沢
』
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
春
先
の
雪
ど
け
水
が
軟
石
を
え
ぐ
っ
て
回
廊
の
よ
う
な
深
い
谷
を
つ
く
っ
た
が
、
普
段

は
水
が
無
い
の
で
『
か
ら
沢
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
昭
和
十
七
年
（
小
学
生
の
こ
ろ
）
大
人

に
混
じ
っ
て
モ
ラ
ッ
プ
の
浜
か
ら
樽
前
山
に
登
り
、
下
り
は
こ
の
唐
沢
を
通
っ
て
湖
岸
に
出

た
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
ル
ビ
引
用
者
）。

　

こ
の
ほ
か
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
井
田
清
他
編
の
登
山
案
内
書
『
北
海
道
の
山

岳
』
の
支
笏
湖
・
樽
前
山
の
項
に
「
モ
ラ
ッ
プ
か
ら
の
登
路
」
と
と
も
に
「
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ

か
ら
の
登
路
」
と
し
て
「
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
澤
は
風
不
死
岳
の
西
側
の
澤
で
あ
る
。
湖
畔
よ
り

舟
で
澤
口
に
達
し
、
木
材
搬
出
路
を
登
る
。
途
中
か
ら
水
の
あ
る
澤
に
出
て
、
そ
れ
を
遡
る

と
涸
澤
に
な
る
。
そ
の
涸
澤
を
登
り
詰
め
る
と
裸
地
に
出
る
。
そ
れ
か
ら
は
外
輪
山
迄
わ
け

な
く
登
れ
る
。（
中
略
）
又
こ
の
澤
の
東
方
、
シ
ル
ス
涸
澤
の
左
岸
に
沿
っ
て
森
林
を
登
っ
て

も
、
裸
地
で
前
記
の
登
路
と
合
す
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
文
中
に
あ
る
「
シ
ル
ス
涸
澤
」

の
「
シ
ル
ス
」
の
意
味
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
が
苔
の
洞
門
の
あ
る
沢
「
唐
沢
」
だ
ろ
う
。

　

こ
の
登
路
に
つ
い
て
は
詳
細
が
分
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
室
蘭
市
在
住
の
道
路
史
研

究
家
・
大
お
お
し
ま
ひ
と
し

島
仁
が
古
書
店
で
入
手
し
た
５
万
分
の
１
地
形
図
「
樽
前
山
」（
昭
和
四
十
三
年

編
集
）
に
入
れ
ら
れ
た
書
き
込
み
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

書
き
込
み
に
よ
る
と
、
現
在
の
林
道
南
支
笏
３
号
入
口
付
近
か
ら
、
現
在
よ
り
も
流
路
が

東
側
に
あ
っ
た
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
沢
に
沿
っ
て
進
み
、
樽
前
山
西
山
頂
か
ら
北
東
に
伸
び
る
尾

根
を
超
え
て
苔
の
洞
門
上
部
沿
い
の
斜
面
に
入
っ
て
い
た
。
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
沢
の
最
上
流
部

に
は
道
と
は
呼
べ
な
く
な
っ
た
作
業
道
の
痕
跡
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ど
れ
が
そ
の
ル
ー
ト

な
の
か
は
分
っ
て
い
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
す
で
に
昭
和
初
期
に
は
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
か
ら
の
登
山
と
と
も
に
、「
か
ら
さ

わ
」
の
呼
び
名
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
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ま
た
、
『
北
海
道
の
山
岳
』
で
は
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
登
路
に
つ
い
て
「
非
常
に
眺
め
が
好

い
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
が
、
苔
の
洞
門
の
コ
ケ
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

前
出
の
地
蔵
慶
護
の
著
書
の
唐
沢
に
関
す
る
記
述
で
も
「
足
元
の
砂
に
ア
リ
地
獄
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
、
両
側
の
壁
の
コ
ケ
ま
で
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
今
で
は
苔
の
洞
門
と
し
て
観
光
客
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
当
時
、
コ
ケ
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

支
笏
湖
の
開
発

　

支
笏
湖
に
本
格
的
な
開
発
の
手
が
入
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
。
そ
れ
以
前
は
自
然

と
共
に
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
民
族
の
狩
猟
の
場
だ
っ
た
。

　

「
支
笏
」
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
シ
・
コ
ツ
（
大
き
い
凹
地
ま
た
は
谷
）」
で
、
も
と
も
と
は

支
笏
湖
を
さ
す
も
の
で
は
な
く
、
支
笏
湖
か
ら
流
れ
で
る
千
歳
川
の
凹
地
を
さ
す
地
名
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
「
シ
コ
ツ
は
死
骨
」
に
通
じ
て
縁
起
が
悪
い
と
、
一
八
〇
五
（
文
化
二
）
年

に
こ
の
川
の
付
近
の
湿
地
に
ツ
ル
が
多
く
生
息
し
て
い
た
に
こ
と
か
ら
、
鶴
は
千
年
に
あ
や

か
っ
て
、
め
で
た
い
「
千
歳
」
に
改
名
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
支
笏
湖
は
「
シ
コ
ツ
・
ト
ウ

（
沼
、
湖
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。　

　

江
戸
時
代
の
探
検
家
・
松
浦
武
四
郎
が
、
一
八
五
六
年
七
月
に
ウ
サ
ク
マ
イ
（
千
歳
）
か

ら
ト
ウ
ヤ
（
支
笏
湖
畔
）
に
入
っ
た
こ
と
が
、
一
八
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
踏
査
記
『
夕
張

日
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
夕
張
日
誌
』
の
記
述
は
、
和
人
が
シ
コ
ツ
を
訪
れ
た
明
確
な

記
録
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
シ
コ
ツ
の
地
名
は
、
元
禄
時
代
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
年
）
以
降
の
古
文

書
や
古
地
図
に
登
場
し
て
い
る
。
武
四
郎
以
前
に
木
材
資
源
を
求
め
て
多
く
の
和
人
が
来
て

い
た
よ
う
で
、
地
蔵
慶
護
が
道
立
文
書
館
で
見
つ
け
た
古
文
書
を
著
書
『
身
近
な
北
海
道
歴

史
紀
行
』
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
一
七
〇
〇
年
代
に
「
石
狩
山
経
営
」
と
し
て
漁
川
流
域
な
ど
の
伐
採
で
知
ら
れ

る
飛
騨
国
（
現
・
岐
阜
県
北
部
）
の
木
材
商
・
飛
騨
屋
久
兵
衛
関
連
の
古
文
書
で
、
飛
騨
屋

は
主
に
白
色
で
光
沢
が
あ
り
木
理
が
真
っ
直
ぐ
、
弾
力
も
あ
り
軽
く
て
強
い
こ
と
か
ら
、
江

戸
や
大
坂
で
エ
ゾ
ヒ
ノ
キ
と
し
て
か
な
り
の
需
要
が
あ
っ
た
エ
ゾ
マ
ツ
の
伐
採
を
行
っ
て
い

た
。

　

古
文
書
は
飛
騨
国
湯ゆ
の
さ
と
ご
う

嶋
郷
（
現
・
下
呂
市
）
出
身
の
善
左
エ
門
が
支
笏
湖
で
怪
獣
に
出

会
っ
た
話
で
、
蝦
夷
シ
コ
ツ
沼
で
一
七
六
三
年
六
月
に
木
材
の
搬
出
作
業
中
、
「
水
中
よ
り

ヌ
ッ
と
頭
を
上
げ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
馬
の
よ
う
に
首
が
長
く
一
丈
（
三
㍍
余
）
ば
か
り
、

栗
毛
の
よ
う
な
毛
が
生
え
油
気
が
あ
っ
て
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
る
。
頭
の
頂
は
畳
一
枚
よ
り
広

く
両
耳
大
き
く
時
々
こ
れ
を
動
か
す
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
余
談
に
な
る
が
、
地
蔵
慶
護
は

こ
の
怪
獣
を
、
英
国
ネ
ス
湖
の
怪
獣
「
ネ
ッ
シ
ー
」
に
な
ぞ
え
て
「
シ
ッ
シ
ー
」
と
名
付
け

て
い
る
。

　

近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
支
笏
湖
や
樽
前
山
周
辺
の
官

有
林
野
が
皇
室
の
経
済
的
基
盤
を
か
た
め
る
た
め
の
御
料
林
に
編
入
さ
れ
、
二
十
九
年
に
は

丸
山
地
区
に
マ
ッ
チ
工
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
、

苫
小
牧
に
進
出
し
た
王
子
製
紙
の
発
電
所
建
設
工
事
、
製
紙
原
木
搬
出
の
た
め
の
王
子
製

紙
苫
小
牧
工
場
専
用
鉄
道
（
王
子
軽
便
鉄
道
）
が
完
成
。
そ
の
前
年
か
ら
、
王
子
製
紙
に
よ

る
樽
前
山
麓
で
の
伐
採
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
が
支
笏
湖
周
辺
ま
で
広
が
っ
た
の
は
大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
に
な
っ
て
か
ら
で
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
森
林
の
大
面
積
皆
伐
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

　

支
笏
湖
周
辺
の
開
発
は
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
。
支
寒
内

地
区
で
も
大
正
時
代
に
伐
採
事
業
用
の
桟
橋
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
ま
だ
江
戸

期
の
姿
を
残
し
て
い
た
。

国
道
２
７
６
号

　

支
笏
湖
畔
（
現
・
支
笏
湖
温
泉
）
と
千
歳
、
苫
小
牧
を
結
ぶ
交
通
は
、
札
幌
鉄
道
局
が
昭



図１　『支笏湖観光案内図』「涼風は招くよ観光支笏へ～さあ行こう湖水に！登山に！」（苫小牧観光協会・千歳観光協会編）
　　　湖岸沿いに支笏湖畔～モラップ～支寒内の道路と樽前山登山道が確認できる
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和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
出
し
た
『
北
海
道
』
と
い
う
観
光
案
内
書
に
「
支
笏
湖
へ
の
道
は

二
通
り
あ
る
」
と
し
て
苫
小
牧
か
ら
は
山
線
へ
の
便
乗
、
千
歳
に
つ
い
て
は
千
歳
駅
か
ら
王

子
製
紙
第
四
発
電
所
ま
で
自
動
車
、
そ
こ
か
ら
山
線
へ
の
便
乗
と
記
し
て
い
る
。

　

千
歳
か
ら
支
笏
湖
ま
で
は
明
治
二
十
二
年
に
支
笏
湖
や
樽
前
山
周
辺
が
御
料
林
に
編
入
当

時
、
荷
馬
車
が
通
行
で
き
る
道
は
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
い
た
。
二
十
七
年
に
は
道
東
の
阿

寒
湖
か
ら
支
笏
湖
に
ヒ
メ
マ
ス
卵
の
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

自
動
車
が
通
れ
る
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
、
千
歳
村
道
と
し
て
昭
和
八
年
。
こ
れ
が

拓
殖
費
支
弁
地
方
費
道
に
な
っ
た
の
は
十
三
年
で
、
十
五
年
の
札
幌
鉄
道
局
『
北
海
道
案

内
』
で
は
、
苫
小
牧
か
ら
は
山
線
で
同
じ
だ
が
、
千
歳
か
ら
は
「
千
歳
駅
か
ら
乗
合
自
動
車

で
約
一
時
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
が
主
要
道
道
支
笏
湖
公
園
線
と
し
て
認
可
さ

れ
た
の
が
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
。
現
在
の
舗
装
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は
二
十
四
年

に
支
笏
湖
が
国
立
公
園
に
な
っ
て
十
年
目
の
三
十
四
年
か
ら
で
、
完
成
ま
で
七
年
を
費
や
し

て
い
る
。

　

苫
小
牧
と
支
笏
湖
を
結
ぶ
道
路
は
、
明
治
二
十
二
年
の
支
笏
湖
や
樽
前
山
周
辺
御
料
林
編

入
や
二
十
九
年
の
丸
山
地
区
で
の
マ
ッ
チ
工
場
設
置
な
ど
か
ら
、
明
治
中
期
に
は
千
歳
側
同

様
に
荷
馬
車
が
通
行
で
き
る
道
は
造
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

本
格
的
な
整
備
は
、
明
治
四
十
年
、
王
子
製
紙
の
千
歳
川
水
力
発
電
所
建
設
に
合
わ
せ
て

工
事
資
材
運
搬
の
た
め
の
林
道
整
備
か
ら
に
な
る
。
完
成
し
た
林
道
を
使
っ
て
当
初
は
馬
車

に
よ
る
運
搬
だ
っ
た
が
、
物
資
の
増
加
で
馬
車
軌
道
が
敷
設
さ
れ
、
四
十
一
年
八
月
に
は
さ

ら
に
輸
送
力
を
増
す
た
め
蒸
気
機
関
車
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
王
子
製
紙
軽
便
鉄
道
通
称 

「
山
線
」。

　

国
立
公
園
指
定
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
な
ど
を
受
け
て
自
動
車
道
（
支
笏
湖
産
業
道
路
＝

道
道
苫
小
牧
支
笏
湖
線
）
が
計
画
さ
れ
た
の
は
戦
後
の
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
。
米

軍
貸
与
の
機
械
力
も
あ
っ
て
わ
ず
か
二
二
〇
日
で
完
成
し
、
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日
の
完

工
翌
日
か
ら
苫
小
牧
市
営
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
山
線
は
一
年
後
の
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二
十
六
年
五
月
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
資
材
回
収
で
八
月
ま
で
運
転
）
。

　

千
歳
と
支
笏
湖
、
苫
小
牧
と
支
笏
湖
を
結
ぶ
道
路
は
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
モ
ラ
ッ
プ
〜

大
滝
（
現
・
伊
達
市
大
滝
区
）
間
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
た
。
大
滝
か
ら
美
笛
峠
（
標
高

約
六
〇
〇
㍍
）
ま
で
は
昭
和
二
十
七
年
ま
で
に
開
削
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
急
峻
な
美
笛
峠
を

越
え
て
美
笛
に
至
る
町
村
道
大
滝
支
笏
湖
線
が
着
工
さ
れ
た
の
は
二
十
九
年
に
な
っ
て
か
ら

で
、
開
通
は
三
十
三
年
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
ラ
ッ
プ
〜
美
笛
間
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
北
海
道
庁
『
北
海
道

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
に
「
湖
畔
の
道
路
は
巾
略
一
間
半
（
約
二
・
七
㍍
）、

千
歳
川
口
よ
り
左
に
廻
り
て
『
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
』
澤
に
至
る
約
三
里
余
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
発
行
さ
れ
た
千
歳
新
聞
社
『
支
笏
湖
観
光
案
内
図
』
の
絵
図
に

モ
ラ
ッ
プ
か
ら
湖
岸
沿
い
に
風
不
死
岳
を
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
方
面
へ
向
か
う
道
路
が
描
か
れ
て

い
る
。
当
時
、
荷
馬
車
の
通
れ
る
ほ
ど
の
道
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
聞
は
あ
る
が
詳
細
は
分
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
昭
和
三
十
年
測
量
の
国
土
地
理
院
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
に
は
美
笛

〜
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
間
の
小
径
が
載
っ
て
い
る
が
、
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
〜
モ
ラ
ッ
プ
間
の
記
載
は

な
い
。

　

自
動
車
道
と
し
て
記
録
に
残
る
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
に
完
成
し
た
札
幌
営
林
局
の

林
道
「
湖
畔
道
路
」
で
、
こ
れ
以
前
の
千
歳
鉱
山
の
鉱
石
や
支
寒
内
の
木
材
の
輸
送
は
湖
上

輸
送
だ
っ
た
。

　

こ
の
湖
畔
道
路
が
主
要
道
道
洞
爺
湖
支
笏
湖
線
と
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）

年
。
国
道
２
７
６
号
に
昇
格
し
た
の
は
四
十
五
年
四
月
だ
っ
た
。

「
苔
の
洞
門
」
の
名
称

　

「
湖
畔
道
路
」
の
開
通
か
ら
道
道
昇
格
、
国
道
昇
格
で
洞
爺
湖
と
支
笏
湖
が
よ
り
近
づ

き
、
千
歳
市
で
は
支
笏
湖
を
経
由
す
る
市
内
の
観
光
客
増
加
へ
の
期
待
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ

た
。
そ
の
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
美
笛
地
区
の
「
美
笛
の
滝
」
と
支
寒

内
地
区
の
唐
沢
の
「
コ
ケ
」
だ
っ
た
。

　

千
歳
市
な
ど
が
発
行
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
昭
和
三
十
五

（
一
九
六
〇
）
年
ま
で
は
「
苔
の
洞
門
」
そ
の
も
の
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
三
十
六
年
の
『
ち

と
せ
と
支
笏
湖
』
に
初
め
て
「
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
唐
沢
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
翌
年
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
三
十
八
年
以
降
四
十
一
年
ま
で
記
載
が
な
く
、
四
十
二
年
六
月
に
同

沢
を
コ
ー
ス
の
一
部
と
し
て
開
催
さ
れ
た
高
校
生
の
全
道
登
山
大
会
の
し
お
り
で
も
「
シ

シ
ャ
モ
ナ
イ
の
沢
」
と
の
み
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
「
苔
の
洞
門
」
の
名
称
が
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
三
年

に
な
っ
て
か
ら
で
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ち
と
せ
と
支
笏
湖
』
に
「
支
寒
内
涸
沢
に
あ
る

苔
の
洞
門
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
年
に
発
行
さ
れ
た
札
幌
鉄
道
管
理
局
の
『
森
と

湖
と
火
山
の
支
笏
・
洞
爺
国
立
公
園
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

　

昭
和
四
十
五
年
に
な
っ
て
札
鉄
局
、
北
海
道
観
光
連
盟
な
ど
が
発
行
し
た
『
道
央
観
光
』

に
載
せ
ら
れ
、
や
っ
と
こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
全
道
的
な
観
光
地
と
し
て
認
知
さ
れ
た
よ
う
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だ
。
以
降
「
こ
け
の
洞
門
」
「
コ
ケ
の
洞
門
」
「
苔
の
洞
門
」
と
表
記
上
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
こ
の
名
称
は
市
内
外
で
定
着
し
て
い
る
。　
　
　

　

こ
の
経
緯
か
ら
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
苔
の
洞

門
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
関
係
者
の
間
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
名
称
を
採
用

し
た
の
だ
ろ
う
。

洞
爺
丸
台
風
と
森
林

　

支
寒
内
の
地
形
や
自
然
は
樽
前
山
の
火
山
活
動
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
特
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
の
は
一
七
三
九
年
の
樽
前
山
大
噴
火
だ
っ
た
。

　

樽
前
山
噴
火
の
歴
史
を
降
下
軽
石
の
地
層
で
み
る
と
、
一
番
下
に
四
万
年
前
の
支
笏
火
砕

流
。
そ
の
上
が
九
千
年
前
の
樽
前
ｄ
（
Ta
‐
ｄ
）
降
下
軽
石
、
次
に
二
千
五
百
年
前
の
樽
前

ｃ
（
Ta
‐
ｃ
）
降
下
軽
石
、
一
六
六
七
年
の
樽
前
ｂ
（
Ta
‐
ｂ
）
降
下
軽
石
、
一
七
三
九
年

の
樽
前
ａ
（
Ta
‐
ａ
）
降
下
軽
石
と
続
い
て
い
る
。
樽
前
山
は
九
千
年
前
に
活
動
が
始
ま
っ

て
か
ら
大
規
模
な
噴
火
を
繰
り
返
す
三
回
の
活
動
期
が
あ
っ
た
。

　

樽
前
ｃ
か
ら
ｂ
ま
で
二
千
年
あ
ま
り
の
期
間
が
あ
り
、
そ
の
後
は
五
〇
〜
七
〇
年
ご
と
に

噴
火
が
繰
返
さ
れ
、
一
六
六
七
年
と
一
七
三
九
年
の
噴
火
で
は
軽
石
を
主
と
す
る
降
下
物
を

一
万
㍍
以
上
上
空
の
成
層
圏
に
ま
で
吹
き
上
げ
て
い
る
。
そ
の
後
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四

〜
一
八
一
七
年
）
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
〜
明
治
七
（
一
八
七
三
）
年
、
明
治
四
十
二

（
一
九
〇
九
）
年
と
大
き
な
噴
火
が
続
き
、
現
在
の
溶
岩
円
頂
丘
（
ド
ー
ム
）
は
四
十
二
年

の
噴
火
で
誕
生
し
て
い
る
。

　

支
寒
内
の
森
や
谷
は
一
七
三
九
年
の
火
砕
流
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
森
は
壊
滅

し
て
い
る
。
現
在
の
森
は
一
七
三
九
年
以
降
の
天
然
更
新
で
よ
み
が
え
っ
た
も
の
だ
。
開
発

の
手
が
入
り
始
め
た
明
治
に
な
っ
て
御
料
林
に
指
定
さ
れ
、
戦
後
は
国
立
公
園
に
な
っ
た
こ

と
で
、
大
規
模
な
伐
採
を
免
れ
て
き
た
支
寒
内
の
森
は
ト
ド
マ
ツ
や
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉

樹
を
主
に
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
リ
ギ
リ
な
ど
の
広
葉
樹
が
生
い
茂
る
原
始
林
と
い
え
る
景
観
を
残
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し
て
い
た
。　

　

こ
の
森
に
、
一
七
三
九
年
以
来
最
大
と
も
い
え
る
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
の
が
昭
和

二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
九
月
の
洞
爺
丸
台
風
（
台
風
15
号
）
だ
っ
た
。
猛
烈
な
暴
風
を

伴
っ
た
台
風
は
九
州
、
中
国
地
方
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
後
、
勢
力
を
増
し
な
が
ら
北
上
。

函
館
港
沖
で
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
を
座
礁
転
覆
さ
せ
る
な
ど
北
海
道
を
中
心
に
多
数
の
犠
牲

者
、
大
き
な
被
害
を
出
し
て
い
る
。

　

森
林
被
害
も
甚
大
で
、
支
笏
湖
周
辺
で
は
一
三
〇
万
立
方
㍍
に
及
び
、
苫
小
牧
営
林
署
管

内
国
有
林
の
三
分
の
一
が
失
わ
れ
た
。
支
寒
内
地
区
で
も
見
事
な
天
然
林
が
一
夜
に
し
て
壊

滅
し
た
。
同
地
区
を
所
管
す
る
苫
小
牧
営
林
署
で
は
機
械
化
造
材
を
取
り
入
れ
、
当
時
ま
だ

少
な
か
っ
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
機
械
力
を
導
入
し
て
風
倒
木
処
理
に
当

た
っ
た
。
こ
の
風
倒
木
処
理
は
昭
和
三
十
四
年
ま
で
続
い
た
。

　

苫
小
牧
営
林
署
に
長
く
勤
務
し
た
佐さ
さ
き
ま
さ
は
る

々
木
昌
治
の
著
書
『
樽
前
山
麓
の
森
林
』
に
よ
る

と
、
苔
の
洞
門
の
す
ぐ
西
側
の
支
笏
湖
に
面
し
た
緩
斜
地
の
森
林
は
「
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ

ツ
の
針
葉
樹
林
だ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
の
低
気
圧
（
最
大
瞬
間
風
速
二
九
・
九

㍍
）
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
倒
れ
、
さ
ら
に
翌
年
九
月
の
洞
爺
丸
台
風
が
重
な
っ
て
全
滅
し

た
。
現
在
見
ら
れ
る
森
林
は
、
前
生
樹
の
下
層
で
生
育
し
て
い
た
も
の
が
上
木
で
あ
る
前
生

樹
が
倒
れ
、
陽
光
を
十
分
に
浴
び
て
成
長
し
優
占
し
た
も
の
で
あ
る
。
林
相
は
ト
ド
マ
ツ

七
〇
㌫
、
他
に
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
一
㌶
あ
た
り
の
成
立
本
数
は
四
〜
七
万
本
と
非
常
に
多
い
」
と
記
し
て

い
る
。
こ
の
一
帯
は
、
そ
の
後
「
支
寒
内
地
区
天
然
更
新
地
」
と
し
て
天
然
林
除
伐
の
試
験

地
と
な
っ
て
い
た
が
、
洞
爺
丸
台
風
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
平
成
十
六
年
九
月
の

台
風
18
号
で
再
び
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

被
害
を
免
れ
た
天
然
林

　

二
つ
の
台
風
で
壊
滅
的
な
被
害
が
出
た
が
、
苔
の
洞
門
沿
い
や
中
、
上
流
部
一
帯
の
天
然
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林
は
奇
跡
的
に
被
害
を
免
れ
て
い
た
。
下
流
部
は
ト
ド
マ
ツ
、
中
・
上
流
部
は
エ
ゾ
マ
ツ
を

主
体
と
す
る
針
広
混
交
複
層
林
で
、
人
の
手
が
入
る
前
の
樽
前
山
周
辺
の
森
を
ほ
う
ふ
つ
さ

せ
る
。
特
に
林
床
が
コ
ケ
に
覆
わ
れ
た
中
流
部
は
、
支
笏
湖
周
辺
で
は
こ
こ
だ
け
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
天
然
林
に
つ
い
て
、
佐
々
木
昌
治
は
「
こ
の
林
の
内
容
を
事
業
図
（
昭
和
四
十
七

年
調
査
）
か
ら
読
み
と
る
と
、
エ
ゾ
マ
ツ
が
八
〇
㌫
を
占
め
る
針
葉
樹
林
で
、
樹
齢
は
約

一
四
〇
年
と
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
エ
ゾ
マ
ツ
の
更
新
時
期
は
樽
前
山
の
噴
火

（
一
七
三
九
年
）
か
ら
実
に
九
十
三
年
後
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
今
年
（
平
成
二
十
四

年
）
一
八
〇
歳
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。

ド
ロ
ノ
キ

　

さ
て
、
冒
頭
の
ド
ロ
ノ
キ
の
巨
樹
。
巨
樹
は
馴
染
み
の
薄
い
言
葉
だ
が
、
平
成
十
年
に
環

境
庁
が
行
っ
た
「
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
」
の
中
で
「
巨
樹
・
巨
木
林
調
査
」
と
し
て
登

場
。
地
上
か
ら
約
一
・
三
㍍
の
位
置
で
の
幹
の
周
囲
長
が
三
㍍
以
上
の
樹
木
を
「
巨
樹
」
と

規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
並
木
や
樹
林
な
ど
の
形
態
を
成
し
て
い
る
も
の
を

「
巨
木
林
」
と
し
て
い
る
。

　

筆
者
が
支
寒
内
地
区
で
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
と
二
十
三
年
に
見
つ
け
た
幹
の
周

囲
長
四
㍍
以
上
の
ド
ロ
ノ
キ
は
九
本
。
そ
の
う
ち
最
大
は
六
二
〇
㌢
（
平
成
二
十
三
年
十
一

月
計
測
）
で
、
環
境
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
青
森
県
十
和
田
市
の
小
幌
内
川
上
流
で
見

つ
か
っ
た
六
九
七
㌢
（
平
成
十
年
同
）
に
次
ぐ
大
き
さ
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
支
寒
内
地
区
で

の
二
番
目
は
五
六
三
㌢
（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
同
）
で
、
こ
の
二
本
を
含
め
三
本
が
、
道

内
で
最
大
と
さ
れ
て
い
る
上
川
管
内
下
川
町
国
有
林
の
四
八
一
㌢
（
昭
和
六
十
三
年
同
）
を

超
え
て
い
た
。

　

明
治
か
ら
大
正
に
掛
け
て
マ
ッ
チ
の
軸
木
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
造
林
も
行
わ
れ
た
ド

ロ
ノ
キ
だ
っ
た
が
、
材
質
が
軟
ら
か
い
こ
と
も
あ
っ
て
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
需
要
が
な
い
。

山
奥
に
あ
る
巨
樹
は
伐
採
し
て
も
経
費
倒
れ
に
な
る
た
め
放
置
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
大

き
く
育
つ
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
原
稿
を
書
き
終
え
二
つ
の
大
き
な
宿
題
が
残
っ
た
。
一
つ
は
「
苔
の
洞
門
」
の
名

称
の
由
来
。
も
う
一
つ
は
、
文
中
で
触
れ
な
か
っ
た
が
昭
和
五
十
年
当
時
、
環
境
庁
の
自
然

公
園
指
導
員
を
務
め
て
い
た
千
歳
市
の
田た
ざ
わ
ま
さ
き

沢
昌
樹
の
こ
と
。
田
沢
は
北
海
道
新
聞
（
昭
和

五
十
二
年
十
月
七
日
付
）
で
苔
の
洞
門
の
研
究
者
と
紹
介
さ
れ
、
調
査
し
た
コ
ケ
の
分
布
壁

面
は
「
ざ
っ
と
五
二
・
八
平
方
㌔
」
な
ど
の
調
査
結
果
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ
の

研
究
成
果
を
探
し
た
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）



『
新
千
歳
市
史　

通
史
編
上
巻
』
好
評
発
売
中

　
　

各
分
野
の
研
究
者
32
名
と
一
機
関
の
執
筆
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
視
点
に
よ
る
「
新
た
な
千
歳
市
史
」　

千
歳
の
自
然
や
気
候
、
先
史
時
代
か
ら
終
戦
ま
で
の
歴
史
を
詳
述
し
て
い

ま
す
。

Ａ
４
判
全
１
，
０
２
６
ペ
ー
ジ
、
箱
ケ
ー
ス
入
り
、
一
冊
３
，
５
０
０
円

市
役
所
総
務
課
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
郵
送
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

郵
送
の
場
合
、
送
付
先
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
）
を
明
記
し
、
本
体

代
金
と
郵
送
料
（
道
内
８
０
０
円
、
東
北
１
，
０
０
０
円
、
そ
の
ほ
か

１
，
１
５
０
円
）
を
現
金
又
は
定
額
小
為
替
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
先
は
、

〒
０
６
６
‐
８
６
８
６　

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目
34
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
歳
市
総
務
部
総
務
課
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